
-発行<llb799-3401愛媛県喜多郡 長浜町役場 ft0893~ 1111番編集・・総務課 ・平成11年 l月1日発行 500号

広報 1n号

写真協力 :とべ動物園



のごあい

を目指して「元気な町」豊かさが実感できる地域社会を

洋田西長浜町長明儀地菊長浜町議会議長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
健
や
か
な
お
正
月
を
、
ご
家
族
お
揃

い
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
選
挙
に

お
い
て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
に
よ
り
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
先
行
き
不
透
明

な
状
態
の
中
で
、
町
が
抱
え
る
問
題
も

山
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
し
っ
か
り
と

し
た
構
想
を
練
り
上
げ
、
勇
気
を
持
っ

て
町
政
に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

私
も
議
長
の
職
に
就
き
ま
し
て
、
早

く
も
二
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
就
任
以
来
、
町
政
の

進
展
と
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
微
力
を

捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温

か
い
ご
指
導
や
ご
厚
情
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
が
低
迷
す
る
中
で
、

町
民
生
活
や
町
財
政
も
誠
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
格
別

の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
議
会
活
動

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
私
た
ち
の
予
想
も
つ
か

な
い
こ
と
が
各
分
野
に
お
い
て
起
こ
っ

て
お
り
ま
す
。
景
気
低
迷
の
中
で
経
済

の
国
際
化
を
図
る
こ
と
、
少
子
高
齢
化

の
社
会
構
造
変
化
に
伴
っ
て
新
し
い
医

療
・
福
祉
体
制
の
見
直
し
を
す
る
こ
と

等
、
ま
さ
に
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に

し
て
大
改
革
の
流
れ
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
一
方
、
私
た
ち
の
町
に
目
を
移
し
て

み
ま
す
と
、
第
一
次
産
業
の
振
興
、
福

祉
の
充
実
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
利
用

化
、
肱
川
河
川
改
修
、
ダ
ム
建
設
・
分

水
問
題
等
、
社
会
資
本
の
充
実
と
併
せ

に
専
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
各
種
の
福
祉

対
策
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
振
興
を
は

じ
め
、
町
政
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え

た
現
在
、
戦
後
我
が
国
の
発
展
を
支
え

て
き
た
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
地
域
行
政
に
お
き
ま
し

で
も
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

新
時
代
に
相
応
し
い
行
政
体
制
の
整
備

を
確
立
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
当
面
の
重

要
課
題
と
な
り
ま
す
景
気
対
策
、
介
護

て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
行
政
・

議
会
・
町
民
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
諸

問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
皆
さ

ま
と
共
に
町
の
行
革
を
行
い
、
そ
し
て

夢
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努
力

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

私
は
、
「
元
気
な
町
」
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
元
気
と
は
、

全
て
が
よ
い
状
態
の
中
で
生
ま
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
難
し
い
、
厳
し
い
、
苦

し
い
時
に
、
そ
れ
ら
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
て
行
く
姿
が
あ
っ
て
こ
そ
、
元
気
が

出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
軸
と
し
た

福
祉
保
健
対
策
へ
の
対
応
な
ど
、
難
し

い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
、

園
、
地
方
を
通
じ
て
の
厳
し
い
財
政
状

況
は
今
後
も
予
想
さ
れ
、
町
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
長
浜
町
に
お
い
て

も
第
一
次
産
業
の
振
興
、
商
工
業
の
育

成
、
肱
川
改
修
問
題
、
中
予
分
水
問
題
、

行
財
政
の
健
全
化
な
ど
極
め
て
厳
し
い

環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
と
し

て
も
、
新
し
い
時
代
の
行
政
に
対
応
し
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
対
策
の
確

立
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
、
町
の
活

性
化
等
多
く
の
課
題
に
対
処
し
、
地
方

お
互
い
の
智
恵
や
努
力
が
結
集
さ
れ
た

時
、
何
倍
も
の
力
が
生
ま
れ
、
前
進
し

て
行
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て
く
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
新

し
い
も
の
が
芽
生
え
て
く
る
元
気
な
町

を
目
標
に
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
平
成
十
一
年
が
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

2 

分
権
の
実
現
と
町
行
財
政
の
基
盤
の
一

層
の
充
実
強
化
を
図
り
、
町
民
の
一
人

ひ
左
り
が
心
安
ら
か
で
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
諸
施
策
の
推
進
に
努
力
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
今
後
な

お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
共
に
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。



長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
に

町
内
各
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の
調

査
を
、
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
行
い

ま
し
た
。
新
入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は
、

平
成
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
五
年
四

月
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
四
十
六
人
、
女
子

四
十
一
人
の
合
計
八
十
七
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し
た
ら

長
浜
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
(
宮

五
二
l
一
一
一
一
・
同
一
一
一
六
二
)
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

器楽を楽しむ子どもたち(豊茂小学校)

への入所申し込み

ただ今画材旦
平成11年度の保育所(長浜乳児保育所

を合む)への入所申込受付を、次の要領

で行っています。

@ 受付期眼

平成11年 1月30日まで。

@ 吾妻付場所

入所を希望される保育所または、役場

干高千止言果。

@ 入所基準
保育所へ入所できる児童は、児童の保

護者のしミずれもが次の各号のどれかに該

当し、児童を保育することができないと

認められ、また、同居の親族やその他の

方も、この児童を保育することができな

い場合に限られます。

従って、基準に該当しない場合は入所

できませんので、ご了承くださし」
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田
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⑧
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久
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③
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光
⑤
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中
登
司
騎
、

清
水
亮
芳
@
竹
内
洋
輔
⑤
中
川
惇
、
中

の条件
①家庭外労働…農業や漁業に従事したり

会社へ勤める等、家庭の外で仕事をして

いる方。

②家庭内骨働…昼間家庭内で、自営業・

内職等、児童と離れて家事以外の仕事を

している方。

③母親の出産・・・妊娠中又は出産前後で、

その児童の保育がむずかしい方。

④母親の病気・・・病気になったり負傷した

りしている方、もしくは、心身に障害が

ある方。

⑤病人の看護等・・・病気や心身に障害があ

る同居の親族を、いつも介護している方。

⑥家庭の災害・・・震災・風水害-火災・そ

の他の災害の復旧に当たっている方。

女入所でき

※ 就学前まで申し込みが一度で、すむよ

うになったため、現在入所されており引

続き入所を希望される方については、申

し込みは不要です。新たに新年度から入

所を希望される方だけ申し込みが必要に

なります。ただし、課税・就労証明等は、

全員の方が必要

です。

入所を希望さ

れる方、保育所

の概要等詳しい

事を知りたい方

は、最寄りの保

育所または、役

場福祉課(宮 5
2← 1 1 1 1 

(有)2071) ま
でお問い合わせ

くf三さしミ。

村
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③
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⑨
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⑦
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⑧
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①
久
保
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弥
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@
小
西
空
③
笹
田
紗
希
、
笹
本
舞
む

新
山
早
緑
⑤
高
岡
あ
り
さ
、
高
崎
雅
美

⑤
豊
田
愛
美
⑤
中
嶋
彩
乃
、
長
坂
花
一
連

@
二
宮
裕
⑫
漬
江
智
子
@
日
高
早
紀
③

船
津
真
緒
⑥
森
田
真
央
⑨
山
本
扇
維

害
毒
窮
地
区
4
人
{
男
2
女
2
》

{
男
子
}
⑤
中
伊
期
太
⑤
松
下
勝
俊

一
女
子
]
@
東
瀬
菜
⑤
山
根
里
香

明るく遊ぶ園児たち
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ω ④ 

⑦ 

成
人
の
日

百
十
人
が
は
ば
た
く

①
一
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
十
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内
の
新
成
人
者
百
十
人
の
う
ち
、
八
十

六
人
が
記
念
式
典
・
記
念
行
事
に
参
加

し
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生
と

の
近
況
報
告
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

J七弓¥

¥iV 

体
験
か
ら
仲
間
づ
く
り
の

手
法
を
学
ぼ
う

⑦
二
月
十
四
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
人
権
を
考
え
る
な
か
ま
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ゲ
ー

ム
に
よ
る
仲
間
づ
く
り
の
手
法
を
学
ん

だ
ほ
か
、
金
山
出
石
寺
の
神
山
諦
仁
氏

に
よ
る
「
豊
か
さ
を
求
め
て
」
と
題
し

た
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

⑥ 

待
望
の
沖
浦
公
民
館
が
完
成

③
沖
補
地
区
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん

で
い
た
、
沖
浦
公
民
館
が
新
築
さ
れ
、
J

ま

し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、

床
面
積
約
五
一
五
ぱ
で
、
ム
つ
徒
の
、
生

活
文
化
の
向
上
、
生
涯
学
習
の
推
進
に

大
い
に
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-4-

沖
浦
少
年
剣
道
大
会
@

小
野
地
蔵
子
供
相
撲
大
会

④
四
月
十
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第

十
一
回
沖
浦
観
音
奉
納
少
年
剣
道
大
会

が
、
ま
た
、
一
一
十
凶
日
に
は
、
白
滝
で

小
野
地
蔵
祭
り
奉
納
子
供
相
撲
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
家
族
ら
の

声
援
の
中
、
小
学
生
に
よ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

斎
藤
山
頂
で

厄
除
け
な
ど
を
祈
願

①
五
月
二
十
四
日
、
斎
藤
山
山
頂
広

場
で
、
第
十
一
回
斎
藤
山
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
じ
町
内
外
か
ら
約
三
盲

人
が
訪
れ
、
厄
除
け
や
家
内
安
全
な
ど

を
祈
願
し
全
員
の
御
神
像
拝
戴
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
お
神
楽
な
ど
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

競
技
力
・
審
判
技
術
の
向
上

⑤ 

ハ
月
十
凹
口
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の



競
技
力
・
審
判
技
術
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
長
浜
中
学
校
体
育
館
で
第
一
一
回

長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
近
隣
町
村
の
ク
ラ
ブ
チ
l
ム

な
ど
も
参
加
し
、
計
七
チ
1
ム
が
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

予
讃
線
海
岸
田
り
の

利
用
促
進
を

⑦
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
計
三
回
、

予
讃
探
海
岸
回
り
の
利
用
促
進
を
図
る

ピ
I
ル
列
車
が
、
伊
予
長
浜
駅
f
松
山 ③ ⑬ 

駅
間
で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
ツ

ア
l
客
ら
は
、
赤
橋
見
学
や
町
内
の
フ

リ
l
散
策
を
楽
し
み
、
飲
み
放
題
の
ビ
ー

ル
と
長
浜
町
で
の
一
時
の
思
い
出
を
胸

に
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
後
に
し
ま
し

た。

西
田
自
治
大
臣
就
任
祝
賀
会

③ 

③
八
月
二
十
九
日
、
町
体
育
館
で
、

西
田
司
衆
議
院
議
員
の
、
自
治
大
臣
・

国
家
公
安
委
員
長
就
任
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
、
約
六
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
臣
は
、
祝
宴
で
来
場
者
の
皆
さ
ん

と
撞
子
を
交
わ
さ
れ
る
な
ど
終
始
和
や

か
に
過
ご
さ
れ
、
そ
の
書
ぴ
を
全
員
で

分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

幼
児
ま
つ
り
開
催

⑫ 

⑨
九
月
二
十
六
日
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
第
十
七
回
幼
児
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
七
百
五
十
人
の

幼
児
、
保
護
者
ら
は
、
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
件
験
な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
、
親

子
の
思
い
出
ゃ
つ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

台
風
十
号
に
よ
り

各
地
域
に
甚
大
な
被
害

⑮
十
月
十
七
日
、
一
時
間
に
六
十
六

m
と
い
う
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し

た
台
風
十
号
に
よ
り
、
町
内
各
地
域
で
、

土
砂
崩
れ
や
、
家
屋
・
田
畑
へ
の
浸
水

な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ
-
ま
し
た
。

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
の
が
、
せ
め
て

も
の
救
い
で
し
た
。

名
所
白
滝
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

⑪
十
一
月
一
目
、
白
滝
で
、
雄
滝
・

雌
滝
を
暗
闇
の
中
か
ら
映
し
出
す
「
白

滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
の
点
灯
式
と
記
念

七
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
、
光
と

聞
が
織
り
な
す
芸
術
作
品
に
、
訪
れ
た

大
勢
の
入
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

百
三
チ
l
ム
が
力
走

⑮
十
二
月
十
一
二
日
、
長
浜
j
白
滝
聞

で
、
第
三
十
三
団
長
浜
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
、
県
下
各
地
か
ら
参
加
し

た
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
な
ど
百
三
チ
l
ム
が

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

熱
戦
の
末
、
一
部
は
宇
和
体
協
A
が

霞
勝
Q

地
元
長
浜
体
協
は
、
八
チ

I
ム

一
一
十
二
位
、

B
チ
l
ム
三
十
五
位
で
し

た
。
ま
た
、
二
部
は
消
防
長
浜
、
一
二
部

は
松
山
工
業
高
校
、
四
部
は
長
中
野
球

部
A
、
女
性
の
部
は
三
瓶
高
校
A
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

-5-



明
る
い
気
持
ち
で

長
浜
中
学
校
三
年
四
組

酒

井

大

輔

E
R
浜
の
人
は
、
自
分
の
町
の
こ
と
を

悪
く
一
吉
い
す
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が

よ
く
耳
に
す
る
の
は
、
長
浜
町
に
は
働

く
場
所
や
公
共
の
施
設
や
大
き
な
府
が

少
な
く
、
今
後
も
発
展
し
に
く
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
は
そ
れ
を
闘

い
て
、
み
ん
な
が
そ
ん
な
風
に
考
え
て

い
た
ら
長
浜
町
は
ま
す
ま
す
発
展
し
に

く
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

確
か
に
、
長
浜
町
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
遅
れ
て
い
て
不
便
で
す
。
で
も
、

長
浜
に
は
、
そ
れ
以
上
に
よ
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
長
浜
は
一
昨
に
近
い
町
で

す
。
毎
年
、
夏
に
は
多
く
の
人
が
泳
ぎ

に
来
ま
す
。
ま
た
、
長
浜
に
は
、
日
本

で
た
だ
一
つ
し
か
な
い
開
閉
橋
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
見
る
た
め
に
長
浜
に
来

る
人
も
い
ま
す
。
冬
に
は
、
肱
川
あ
ら

し
と
い
う
円
然
現
象
が
起
き
ま
す
。
海

や
山
な
ど
の
自
然
が
多
い
の
は
宝
だ
と

思
い
ま
す
。
他
に
も
探
せ
ば
ま
だ
ま
だ

出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
長
浜
に
は
た
く
さ
ん

の
い
い
と
こ
る
が
あ
り
ま
す
。
長
浜
の

人
ほ
、
自
分
の
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
も
っ

と
よ
く
知
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
浜
の
特
色
を
大
切
に
す
れ
ば
、

そ
こ
に
住
む
僕
た
ち
も
自
分
の
住
む
町

を
も
っ
と
好
き
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
向
分
の
住
む
町
を
好
き
だ

と
言
え
る
の
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
た
ち
の
長
浜
中
学
校
に
も
い
い
と

t語町
~ 

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
い
さ

つ
で
す
。
現
在
、
長
浜
中
学
校
の
生
徒

は
、
あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
帰
り
に
誰
か
に
出

会
う
と
、
そ
れ
が
た
と
え
知
ら
な
い
人

で
あ
っ
て
も
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
あ
い

さ
う
す
る
人
も
多
い
で
す
。
あ
い
さ
つ

一
つ
で
も
明
る
い
気
分
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
全
国
的

に
中
学
生
の
犯
罪
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
万
引
き
や
タ

バ
コ
も
そ
の
一
つ
で
す
。
初
め
は
、
友

達
に
誘
わ
れ
た
か
ら
と
か
興
味
が
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を

な
く
す
に
は
、
本
人
が
、
間
違
い
を
自

覚
す
る
以
外
に
は
な
い
と
固
い
い
ま
す
。

周
り
の
人
が
い
く
ら
注
意
し
て
も
、
自

分
が
や
め
よ
う
と
思
わ
な
い
と
な
く
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
悪
い
ご
と
を
す
る

の
は
、
ス
リ
ル
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い

か
も
L
れ
ま
せ
ん
。
友
達
と
何
か
一
緒

に
す
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
人
の
も
の
を
盗
む
の

は
い
け
な
い
、
タ
パ
コ
は
体
に
悪
い
と

い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

や
め
る
気
に
な
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
さ
え
考
え
よ

-6十



私
は
今
回
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
た
時
、
こ
れ
ほ
何
な
ん
だ
と
思
っ
た
の
い
た
姿
に
驚
き
と
感
動
を
覚
え
た
。
江
際
に
解
剖
を
行
っ
た
の
は
「
え
た
」
一

一
動
で
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
た
だ
杢
宗
、
自
分
た
ち
に
対
す
る
不
戸
時
代
の
農
村
で
は
、
苦
し
い
生
活
の
身
分
の
人
で
あ
っ
た
。
死
人
に
触
一

一
か
ら
「
部
落
差
別
」
に
つ
い
て
考
満
を
そ
ら
す
た
め
に
、
百
姓
の
気
持
ち
中
で
「
間
引
き
」
と
呼
ば
れ
る
幼
児
殺
る
こ
と
は
仏
教
思
想
で
「
け
が
れ
」
一

一
え
る
こ
と
が
で
き
た
左
思
う
。
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
と
、
し
の
事
実
が
あ
っ
た
そ
、
つ
だ
。
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
に
任
さ
れ
一

一
今
ま
で
何
と
な
く
知
円
J

て
い
る
改
め
て
怒
り
を
覚
え
た
。
第
一
ニ
に
、
部
落
の
人
々
が
携
わ
っ
て
て
い
た
。
部
落
の
人
々
の
仕
事
で
一

一
つ
も
り
で
い
た
し
、
積
極
的
に
知
同
時
に
、
な
ぜ
現
在
の
社
会
仁
も
差
い
た
仕
事
に
つ
い
て
、
新
た
な
事
実
を
あ
る
、
死
ん
だ
牛
馬
の
解
体
か
ら
一

一
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
別
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ゐ
う
か
と
い
う
知
っ
た
こ
と
υ

皮
製
品
作
り
ま
で
の
技
術
が
医
学
一

一
「
差
別
は
い
け
ま
せ
ん
、
ぞ
め
ま
し
ょ
こ
と
だ
。
こ
の
時
代
の
ど
こ
に
武
士
が
今
ま
で
私
が
知
っ
て
い
た
仕
宇
は
、
を
大
き
く
進
歩
さ
せ
た
o

で
な
け
一

一
う
」
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
だ
け
い
て
、
重
い
年
貢
に
苦
し
む
百
姓
が
い
役
人
の
下
働
き
や
処
刑
役
な
ど
で
あ
つ
れ
ば
、
現
在
の
日
本
の
め
ざ
ま
し
一

一

の

よ

う

な

気

が

す

る

。

る

と

い

う

の

か

ζ

ど
こ
に
も
い
な
い
で
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
部
い
医
療
技
術
の
進
歩
は
な
か
っ
た
一

一
私
が
描
い
て
い
た
昔
の
部
落
の
は
な
い
か
。
で
は
何
の
た
め
に
今
、
部
落
の
人
々
は
、
農
業
に
も
携
わ
り
な
が
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

一
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
昨
年
鑑
落
差
別
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ら
、
履
き
物
作
り
、
竹
細
工
な
ど
の
生
今
凹
の
学
習
で
は
、
他
に
も
い
一

一
賞
し
た
映
画
「
楕
の
な
い
川
」
の
、
だ
れ
が
停
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
c

決
し
定
、
行
商
、
さ
ら
に
は
門
づ
け
芸
な
ど
、
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
そ
一

一

あ

の

貧

し

い

イ

メ

!

?

し

か

な

か

っ

の

こ

と

に

よ

っ

て

、

な

ぜ

今

で

も

一

一

た

。

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

に

も

あ

っ

部

落

差

別

が

あ

る

の

か

、

ま

す

ま

一

一

た

よ

う

に

、

ほ

と

ん

ど

の

人

が

り

で

す

疑

問

を

持

つ

よ

う

に

な

ワ

た

。

一

一

の

よ

う

に

思

っ

て

い

る

だ

ろ

う

。

ど

の

よ

う

に

し

て

部

落

差

別

が

で

一

一

し

か

し

、

今

回

い

ろ

い

ろ

な

角

度

き

た

の

か

を

知

れ

ば

、

あ

る

べ

き

一

一

か

ら

江

戸

時

代

の

部

務

の

人

々

の

で

な

い

と

い

う

こ

と

は

よ

く

分

か

一

一

暮

ら

し

に

つ

い

て

学

習

し

、

今

ま

る

は

ず

だ

。

昔

の

こ

と

を

知

っ

て

~

一

で

知

ら

な

か

っ

た

多

く

の

こ

と

を

も

何

も

役

立

た

な

い

と

思

っ

て

い

一

一

知

る

こ

と

が

で

き

た

。

た

が

、

今

回

、

大

き

な

収

穫

が

あ

一

第

一

に

、

な

ぜ

江

戸

時

代

に

り

、

「

歴

史

か

ら

学

ぶ

こ

と

の

大

同

一

一

「

部

落

」

が

作

ら

れ

た

の

か

と

い

う

さ

」

を

知

ふ

こ

と

が

で

き

た

o

そ
一

一

こ

と

。

し

て

、

「

差

別

は

き

っ

と

な

く

な

る

」

一

一

武

土

の

支

配

に

対

す

る

百

併

の

と

、

本

当

に

思

え

る

上

う

に

な

っ

一

一

不

満

を

そ

ら

せ

、

年

貢

を

そ

く

た

。

へ

)υ
己

込

長

一

一
取
り
立
て
る
た
め
に
、
百
姓
が
さ

e

i

f
協
定
時

v

一

一

げ

す

み

、

憎

む

対

象

と

し

て

「

え

晩

州

機

的

舟

r
q
H
一

一

た

ひ

に

ん

」

と

呼

ば

れ

る

身

分

ぷ

4

盛
以
討
回

一

を

作

っ

た

。

私

は

こ

の

こ

と

を

知

っ

、

d

c

し

肖

一

て
、
だ
れ
一
人
と
し
て
得
を
す
る
人
は
当
時
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

い
な
い
は
ず
だ
。
現
在
も
差
別
を
受
け
様
々
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
。
「
人

て
い
る
人
が
苦
し
み
、
心
が
痛
む
だ
け
の
嫌
が
る
仕
事
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ

だ
。
そ
し
て
、
差
別
を
し
た
人
の
心
も
メ

1
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
売
別
さ
れ
な

病
ん
で
い
く
だ
け
だ
。
だ
の
に
、
な
ぜ
が
ら
も
、
逆
に
人
々
の
生
活
を
支
え
て

差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

第
二
に
、
部
落
の
人
々
の
た
く
ま
し
い
と
思
っ
た
。

さ
、
温
か
さ
を
知
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
近
代

家
族
を
養
う
た
め
に
仕
事
室
求
め
し
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
だ
。
杉

た
た
か
に
働
き
、
村
で
は
苦
し
い
者
向
凶
玄
自
ら
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
「
解

士
助
け
合
い
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
体
新
書
」
は
、
近
代
医
学
の
出
発
点
に

命
を
犬
切
に
し
守
り
抜
く
な
ど
、
差
別
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
苦
労
話
が
書
い

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
一
生
懸
命
生
き
て
て
あ
る
「
蘭
学
事
始
」
に
よ
れ
ば
、
実

.電話のご相談もお受けします

督。89-945-2335(直通)
相談日 月曜から金濯午前 9時半~12 時

交通事故 10専門のLZAhfこifZZ22tb)ます
ご相談 l O弁護士相談日号判官官JS)4時

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町 1-3日本生命松山市駅前ビJレ6階
松山調査事務所内〈合089-945-5500)内



町
内

町
内
各
小
学
校
児
窒
に
よ
る
書
き
初

め
作
品
、
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

一
期
間
一
一
月
十
九
日
j
一
一
月
四

H

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
月
曜
円
休
館
)

一
場
所
一
ふ
れ
あ
い
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

放
送
大
学
を

ご
存
知
で
す
か

1
全
国
の
十
八
S
十
九
歳
代
ま
で
の

約
七
万
人
が
学
ぶ
大
学
で
す
1

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

大
学
教
育
を
行
っ
て
い
る
正
規
の
通
信

制
四
年
制
大
学
で
す
。
興
味
や
目
的
に

応
じ
て
一
科
目
か
ら
栄
べ
る
ほ
か
、
所

定
の
単
位
を
修
得
し
、
卒
業
す
る
と
学

土
(
教
委
)
の
学
位
も
取
得
で
き
ま
す
。

放
送
大
学
の
授
業
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

。
投
業
は
、
人
文
・
社
会
・
白
然
等
の

分
野
の
約
三
百
二
十
利
日
を
用
意
し
て

い
ま
す
と

O
授
業
は
今
す
ぐ
に
ご
自
宅
で
視
聴
で

き
ま
す
。
(
衛
星
放
送
〈
ス
カ
イ
パ

l

フ
エ
ク

T
V
〉
そ
利
用
し
て
全
国
放
送

開
始

υ
T
V
は
二

O
王
C
H
、
ラ
ジ
オ

(
最
長
で
十
年
間
在
籍
可
)

一
募
集
期
間
一
平
成
十
一
年
二
月
十
五

日
ま
で
。
(
四
月
入
学
生
)

一
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
一
放
送

大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
(
〒
七
九
O
l

O
八
二
六
:
松
山
市
文
点
町
二
一
:
愛
媛

大
学
内
:
宮
の
八
九
l
九
二
三
l
八
五

四
四
)
ま
で
。

lz 
次の
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友人から「し〉い話があるんだ」と浄水器や健康

食品などの購入を勧められ、販売組織に入会しま

す。そして、友人、知人、親戚を「もうかる」と
言って誘い、商品を購入させたり、会員に入会さ

せることによって、自分が購入した商品の割引や、

来日グト来十カτもらえるといったことをf果りJsしピラミッ
ド型に組織を拡大する商法です。

特異な一部の成功例をあげて、あたかも会員が
多大な利益を安易に得ることができるように説明

されます。ほとんどの会員が[もうかる」どころ
か不必要な商品と借金が残るだけになり、下部会



老
人
、
母
子
・
父
子
世
帯
、
児
童
に
関

す
る
問
題
等
の
椙
談
・
援
護
等
を
行
う

こ
と
で
す
。

ま
た
、
主
任
氾
童
委
員
の
仕
事
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委

員
と
連
携
を
左
り
な
が
ら
、
地
域
全
体

の
児
章
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を

行
う
ご
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
選
任
さ
れ
た
方
々
は
次

表
の
と
お
り
で
、
任
期
は
、
平
成
十
一
一
今

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す。

長
浜
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
、
ぴ

主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
平

成
十
年
十
二
月
一
日
、
厚
生
大
臣
・
愛

媛
県
知
事
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
思
童
委
員
の
仕
事
は
、

社
会
奉
仕
の
精
神
で
、
生
活
に
悶
っ
て

い
る
世
帯
、
身
心
障
害
者
、
寝
た
き
り

Hl0.12.1現在

川~引仁地 区久 氏 名 t.e 当 区 公設電話 有線電話

鎌田康昭 1・2・3 52-2422 
長 浜 山崎和代子 4 . 5・6・7・8・9 520688 0 

長 長浜 西
貴子 10・11・12・13・14・15・44 52-013 2718 

~一長長浜浜- 酒井良子 16・17・18. 23・24・25. 26 52-0882 3171 

浜
横山キヌ下 19・20・21・22・45 52-2057 

長浜 白形友江 27・28・29・30・31・32・33 52-0468 2712 
長浜 ~藤紙i刻季志叔 34・35・36・37・38・39・46・47 52-0480 
11 青島 i剤治成 青島 (40・41) 52-2924 
名
川一川中中一 jj甫甫

城ケ滝二樹雄 j中i甫 (51・152) 52-1085 
木之本安正 沖浦 (52・53・54・55.56・57) 52-0726 

黒
坊市 谷久上保ス正南「

黒田(48)・大屋(49)・築地(50)・無地喜地・ (67) 52-0978 3555 
d坊-会"7 ~ 、 ミエ 峯今坊(58)・松ノ久保(59)・大谷口(60) 52-0005 
之fλ 坊 津田共江 今坊浜(61)・日ノ浦(62)・松本(63) 52-2085 3831 

名3 4- 坊 東 安子 橋立 L(64) .橋立F(65).矯立i浜(66) 52-0810 

櫛 生 上回俊厚
西谷(68)・東(69)・小山(76)・坂谷(77)

53-0095 

櫛生
河原(78)・浜宮(79)・浜(80)

櫛 生 菊地 ，[掌 常水(70)・大峯(71)・中峯(72) 53-0521 6578 4 中尾(73)・原保(74)・藤白(75)
名

櫛須出

生 松浦悦美 東港(81)・西港(82)・東高松(83)・西i高松(84)-r 53-0154 
j尺 佐々木道男 須iJ¥(85・86) 53-0448 6792 
i毎 小西 彰 土居(87)ー港(88) 53-0257 

3 出 i毎 坂本末男 坂本(89)・尾板(90) 53-0097 
名 出 海 山口ミツ子 奥(91)・沖(92)ー浜(93) 53-0081 6988 
F須]皮 藤岡 ιIi司" 下半(94).郷(95)・惣瀬(96)・柿ノ久保(97) 52-1382 

下須戒 矢野和子
新造替地(98)・間奥(99・153)・穂積(100)

52-0528 5795 大 猪ノtf!.(lOl)・大久保(102)
上成(103)・下成(104)・上老松(105)

手口
上老松 村上春美

大越(106・138) 52-1618 5903 

豊 茂 宇都宮古幸
本村(107)ー駄場(108)・夫上(118)

57 -0044 
6 

明東地(119) 

名
主出主3 茂 菊地妙子

中(109).中央(110)・下(111)・ヒ(112)
57-0321 6233 

朝日(113)・奥(114)
主丘b主と l支 藤岡 弘 谷上(115).桜(116)・下村(117) 57-0238 つ
白 口{'屯包 徳田リツ 1 (120) . 2 (121)・3(122) 54-0482 
白 i竜 安JII千鶴子 4 (123) . 5 (124) . 6 (125) 54-0621 

白
白 滝 熊野

7 (126)・8(127)・9(128)・10(129)
F虫
叶松(136)・大越(137) 54-0452 7333 

I ;竜戒 }JJ 一宮福見 戒JI!(130・131・132・133・134・135) 54-0816 7858 

日ノi甫(139) 中(140)・岡(141)

I 6 
河..てh 西 宮幸子 豊中(142)・名ノ城(144)・柴大越(145) 54-0724 7627 

名 小田際(150)・都梅(151)

フ止kζ 山中良子 t 白方(143)・小谷(146)・道上(147) 54-0655 7688 
十市早(148)・主芸大越(149)

主任児童委員 平田豊子 町内全域 52-2184 2531 
主任児童委員 金橋美春子 町内全域 52羽 40 I 

長浜町民生委員四兜童委員園主佳児童委員名簿

一
月
十
日
は
「
二

O
番
の
日
」

事
件
事
故
強
い
味
方
の
一
一

O
巷

一一

O
番
で
は
、
普
さ
ん
か
ら
の
通

報
で
警
察
官
を
現
場
に
急
行
さ
せ
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
順
番
に
お
聞
き
し

ま
す
の
で
、
落
ち
若
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

。
何
が
あ
っ
た
の
か

0

0
い
つ
、
ど
こ
で
，

t
渇
思

O
犯
人
は

-hNM帰

ω

O
逃
げ
た
方
向
は

。
あ
な
た
の
お
名
前
は

い
た
ず
ら
竜
話
や
、
急
が
な
い
相
談

な
ど
で
同
根
が
ふ
さ
が
る
と
大
変
で
す
。

急
が
な
い
ご
用
件
や
相
談
事
は
、
ゆ
っ

く
り
話
せ
る
通
話
無
料
の

量
一
一
ロ
一
一

O
番
」
:
・

O
一ニ

O
l

=
ニ
九
一
一

O
(プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
な
ら

#
九
一
一

O
)
を
ご
利
用
〈
だ
さ
い
。

一

ト

民

き

所

美

他

高

一

ー

劃

者

真

ゆ

ヒ

ヰ

究

真

ム

記

一

図

み

学

研

タ

ト

立
著
村
部
経
レ
甘
い
玉
ス
村
一

一

一

一

坂

官

昨

日

市

川

児

ド

松

一

~

4

く
)
る

4hι

レ

圃

〈

下

え

幸

雪

、

一

切

4
F
u
r
f
m
守
一

一
。
公
認
M

紙
、
花
(
と
害
の
タ
ち
一

町
晶
一
川
、
ば
ヤ
山
障
跡
ィ
た
一

回
金
総
川
直
線
れ
イ

M

い

奇

人

一

主ヨ
γ

ず

ア

「

し

ぶ

大

一

一
議
湘
山
容
が
名
念
フ
告
ら
呼
な
圏

一

叫

壮

三

%

ス

布

私

を

護

一

一
年
一
寸
ん
♂
書
集
ロ
戦
は
せ
保
一

一
昨
味
、
…
間
物
詩
ク
賞
私
幸
過
一

一
宰
m

v

t

O

C

0

0

0

0

一
-9-



富良年金に加入していると

Zん奪聖書、乙
もしも、

一家の大黒柱(こ

国民年金加入中の人や老齢基
礎年金受給資格のある人が死

亡したとき、遺族がもら

国民年金加入中に、病気やケ
ガで障害になったときや、 20歳
前の病気やケガによって障害に
なったときにもらえます。

瞳保険料納付は大切な薫轄です。
国民年金保険料は、基礎年金を支払うための会番大切な財源です。

納め忘れると、年金額が減ってしまったり、年金をもらえなくなってし

まいます。

口座振替ですと、金融機関まで行かずに済んで便利です。

瞳保険料を納めるのが困難なと君、

えます。

免除制度があります。
思いがけない病気やケガ、失業、営業不振

などの理由で保険料を納めたくても納められ

ないときは、免除制度がありますので、 1人

で悩まず国民年金の窓口にご相談ください。

免除された期間は将来の年金受給に役立ち

ます。

ご相談、お開い合わせは・・圃役場住民課国民年金係

/ 

、、、
¥ 

，戸戸'

(宮52-1111圏構)2062)まで

10-



L
E
T
Sク開
y
キ
シ
グ

生
活
改
善

さ
わ
や
か
ゲ
凡

i
ブ

さ
つ
ま
い
も
の

お
ろ
し
和
え
(
四
人
分
)

一
材
料
}
き
つ
ま
芋

本
し
め
じ

一一

o
o
g

v
乃
パ
ッ
ク
二
本
少
々

三
O
O
g

大
さ
じ
三
杯

大
さ
じ
二
杯

小
き
じ
五
杯

大
さ
じ
一
杯
適
長

一
↑
と
う
ろ
く

一

酉
一
大
根

一

七

ド

一

而

υ

一
砂
糖

一

塩

一
ち
り
め
ん

「

目

易

NT-m

t
b
t
 

一
作
り
方
一

①
占
じ
う
ま
芋
は
皮
付
き
の
ま
ま
一

-
E

明
角
に
切
り
、
充
分
水
に
さ
ら
し
、
水

気
を
ほ
り
、
カ
リ
ッ
と
揚
げ
る
。

②
し
め
じ
は
石
什
き
を
取
り
、
酒
少
々

1-1: 
o:::;;:，ヨ克

王者
七t

ら地
茂
四
子豆王

で
か
ム
い
り
に
し
て
ざ
る
に
取
り
、
塩

少
々
を
ふ
ふ
。

③
大
根
を
す
り
お
ろ
し
、
余
分
の
水
気

を
取
り
、
他
の
調
味
料
や
ち
り
め
ん
を

加
え
る
c

さ
ら
に
、
こ
の
中
に
⑦
⑤
を

入
れ
て
混
ぜ
、
器
に
盛
り
、
塩
ゆ
で
と

う
ろ
く
の
小
口
切
り
を
散
ら
す
。

(Ja李総{護学離結Jd
ねこそぎ*ラシュ長浜高校美術部

t塁

。て
ドまずJ
対日民謡問時金

(品謡)

さわやかグループの皆さん

私
た
ち
愛
媛
民
謡
同
好
会
大
相
支
部

堤
教
室
崎
、
発
足
以
来
早
く
も
十
五
年

余
り
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
七
人
で
す
が
、
ご

指
導
を
い
た
だ
く
先
生
と
楽
し
い
仲
間

た
ち
と
で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
七
時

半
か
ら
九
時
半
ま
で
の
二
時
間
を
、
和

気
藷
々
と
禁
し
く
お
稽
直
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
J
O

、
王
な
活
動
と
し
て
、
文
化
協
会
主
催

の
芸
能
発
表
会
や
、
地
一
元
の
冬
棉
行
事

等
で
練
習
の
成
果
を
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
声
を
出
す
こ
と
は
健

康
に
も
い
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
も
、
私

た
ち
と
一
緒
に
元
気
よ
く
民
謡
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

一
代
表
者
一
八
木
文
子
(
上
老
松
・
宮

五
二

O
-
一
七
同
)

一
練
習
日
一
毎
週
木
曜
日
(
午
長
七
時

半
1
九
時
半
)

一
練
習
場
所
一
大
和
公
民
館

一
会
員
}
蔦
代
ナ
ガ
ヨ
、
竹
石
千
代
子
妻
、

大
西
季
子
、
八
木
文
子
、
大
西
民
夫

白
石
平
八
、
井
内
功

これからも本紙ご愛読の程よろしくお願いします
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か
か
し
の
首
絵
が
登
場

5
子
ど
も
た
ち
の
か
か
し
首
絵
展
1

十
一
月
上
旬
、
柴
の
山
中
高
光
さ
ん

所
有
の
田
ん
ぼ
わ
き
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な

か
か
し
の
首
絵
二
十
六
点
が
道
行
く
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

一
年
前
に
は
、
巨
大
か
か
し
の
出
現

で
話
題
を
呼
ん
だ
同
所
。
今
年
は
、
柴

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ア
ニ
メ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
歴
史
上
の
人
物
な
ど
を
も

と
に
、
か
か
し
の
首
絵
を
描
い
た
。
道

路
沿
い
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
設
置
さ

れ
た
今
回
、
そ
の
首
絵
た
ち
の
豊
か
な

表
情
に
、
行
き
交
う
人
た
ち
も
思
わ
ず

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た
。

森
敬
悪
@
靖
博
姉
弟
を
迎
え
て

1
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ー

十
一
月
十
四
日
、
町
体
育
館
で
、
長

リ

」与~ø

観客を魅了した森姉弟によるコンサー卜

浜
町
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
森
敬
恵

(
ソ
プ
ラ
ノ
)
・
靖
博
(
テ
ノ
ー
ル
)
姉

弟
を
迎
え
て
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
約
四
百
二
十
人
が
鑑
賞
に

訪
れ
た
。

森
姉
弟
は
、
透
き
通
る
よ
う
な
美
し

い
声
で
約
二
十
曲
余
り
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
長

浜
少
年
少
女
合
唱
団
や
、
か
じ
か
・
長

浜
両
コ
ー
ラ
ス
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
来

場
者
全
員
で
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
「
故
郷
」 柴小学校児童によって描かれたかかしの首絵

の
大
合
唱
も
行
わ
れ
、
ま
さ
に
心
ふ
れ

合
う
思
い
出
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
健
康
づ
く
り

ー
長
浜
地
区
歩
け
走
れ
大
会
1

十
一
月
十
五
日
、
長
浜
地
区
で
第
三

回
歩
け
走
れ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
二
百
六
十
人
が

参
加
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
参
加
者

ら
は
、
歩
く
コ

l
ス
と
走
る
コ

l
ス

(
共
に
二
百
四
・
四
回
・
七
回
の
三
コ
ー

ス
を
自
由
選
択
)
に
分
か
れ
、
役
場
前

を
須
沢
方
面
へ
ス
タ
ー
ト
。
各
自
マ
イ

ペ
ー
ス
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。
ゴ
ー

ル
後
、
用
意
さ
れ
た
パ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス

ハ
ー
モ
ニ
ー
&
メ
ロ
デ
ィ
ー

ー
町
内
音
楽
発
表
会
1

を
手
に
し
た
参
加
者
の
表
情
に
は
、
完

走
・
完
歩
し
た
す
が
す
が
し
い
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
た
。

練習の成果を被露する子どもたち

十
一
月
二
十
日
、
長
浜
小
学
校
で
町

内
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
ら
約
一
二
百
五
十
人
が
参

加
し
た
。

毎
年
、
町
内
の
小
中
学
校
が
一
堂
に

会
し
て
発
表
を
行
う
こ
の
音
楽
会
。
今

回
も
合
唱
や
器
楽
演
奏
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

た
。
会
場
は
、
順
次
奏
で
ら
れ
る
美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
心
地
よ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
共
に
、
お
互
い
の
舞
台
を
た
た
え
合

う
温
か
い
拍
手
に
満
ち
て
い
た
。

元気よく走り出す子どもたち

II~ 

i直
良国
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村
中
の
笑
顔
あ
つ
め
て
運
動
会

久

保

茂

子

菊
の
香
の
手
折
り
し
我
を
包
み
け
り

中

島

千

代

子

老
姉
妹
話
の
つ
き
ぬ
菊
日
和

津

田

操

十
三
夜
仕
事
を
終
え
て
野
良
着
干
す

中

見

貞

子

大
輪
の
菊
は
な
や
か
に
展
示
場

津

田

恒

香

菊
の
香
や
す
る
こ
と
も
無
き
夫
の
留
守

井

東

純

子

藷
の
茎
皮
は
ぐ
女
の
朝
の
市

桐

田

恵

美

子

新
米
を
急
ぎ
足
に
て
市
に
出
す

宮

田

猛

義

夕
暮
れ
の
色
を
映
し
て
障
子
張
る

宮

田

節

荒
武
者
の
鎧
ほ
こ
ろ
ぶ
菊
人
形

谷

本

一

子善

リ
喜
多
灘
小
学
校

H

う
さ
ぎ
さ
ん
に
ん
じ
ん
食
べ
に
あ
つ
ま

る

よ

二

年

松

下

明

日

香

子
ど
も
た
ち
大
き
な
こ
え
で
あ
そ
ん
で

る

二

年

坂

本

結

こ
ま
回
し
く
る
く
る
ま
わ
る
自
が
ま
わ

三

年

後

藤

愛

香

る



年
賀
じ
よ
う
み
ん
な
で
お
く
る
楽
し
い

な

三

年

坂

本

奈

美

ク
リ
ス
マ
ス
ぜ
っ
た
い
ほ
し
い
プ
レ
ゼ

ン

ト

三

年

賀

栄

梓

寒
く
な
り
こ
た
つ
の
中
で
ま
る
く
な
る

四

年

藤

堂

倫

代

サ
ル
ビ
ア
が
赤
く
そ
ま
っ
て
き
れ
い
だ

な

五

年

東

辰

憲

サ
ツ
マ
イ
モ
大
き
く
な
っ
て
出
て
き
た

五

年

清

也

よ

+/又
介、lベ

岡

朝
の
き
り
山
を
か
く
し
て
か
く
れ
ん
ぼ

六

年

後

藤

彰

で
か
い
山
ふ
り
か
け
か
け
た
お
に
ぎ
り

だ

六

年

坂

本

M
M

公
民
館
活
動
の
憐

糊

功

績

で

表

彰

鰍

十
一
月
十
四
日
、
町
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
第
六
回
生
涯
学
習
を
進
め
る
町

民
の
つ
ど
い
の
開
会
式
の
席
上
、
公
民

館
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

』成
伍
市
川下んや玄J

か佳畳一舛成大

(
敬
称
略
)

一
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
一

垣
見
芳
彦
(
出
海
)
、
兼
高
ツ
ヤ
子

(
豊
茂
)
、
二
宮
福
見
(
戒
川
)

一
公
民
館
優
良
役
職
員
}
畑
山
真
一
郎

(
出
海
)
、
徳
永
満
男
(
下
須
戒
)
、
大

野
幹
夫
(
白
滝
)
、
和
左
田
害
栄
重

(
白
滝
)

名
前
の
由
来
は
、
「
美
し
く
舞
う
姿
を
見
て
、
万
物
も
神
一

も
佳
し
と
た
た
え
る
意
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
が
尊
一

敬

す

る

先

生

に

つ

け

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

昌

人

の

痛

み

が

一

分

か

り

、

思

い

白

れ

一

2

申
A
V

一

や

り

の

あ

る

優

性

一

し

い

女

の

子

に

…

叫

一

ヘ
同
月
一

な
っ
て
ほ
し
い

1

一

年
圃

で
す

o

m

一
成
一
平
一

(
父
リ
輝
彦
さ
ん
・
母
H

仁
美
さ
ん
) 恵、

『一一一一一一一.，;;;;o-...... ~..._-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1'1

は
た
ち
の
献
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
二
月
一
日
j
二
月
二
十
八
日
)

毒
者
た
の
善
意
の
献
曲
が

、
に
持
管
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

若
い
世
代
の
協
力
が

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る

み
な
さ
ん
は
献
血
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

医
療
の
発
達
し
た
現
在
で
も
、

血
液
を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
病
気
や
け
が
の
治

療
に
必
要
と
さ
れ
る
輸
血
用
血
液

の
ほ
と
ん
ど
は
、
多
く
の
人
の
善

意
に
よ
る
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
献
血
は
医
療
現
場
に
貢
献
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
な
の
で

す。
献
血
に
協
力
で
き
る
の
は
十
六

j
六
十
四
歳
ま
で
の
健
康
な
人
。

実
際
の
献
血
者
数
で
は
十
六
j
二

十
九
歳
が
半
数
近
く
を
占
め
て
お

り
、
若
い
世
代
の
協
力
が
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
者
が
少
な
い
月
の

献
血
に
ご
協
力
を

緊
急
の
事
故
や
災
害
な
ど
が
起

一一一一一一一ー一一一一一一一一-~一一一員一一一一一一一一一一一一戸__，，1

こ
っ
た
と
き
、
即
座
に
輸
血
用
血

液
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
輸
血

用
血
液
を
常
時
確
保
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
年

聞
を
通
し
て
献
血
へ
の
協
力
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、

月
に
よ
っ
て
献
血
者
数
に
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
二
月
は
一
年
の
う
ち
で
、

最
も
献
血
者
数
が
少
な
く
な
る
月
。

安
定
し
た
輸
血
用
血
液
を
供
給
す

る
た
め
、
ぜ
ひ
、
こ
の
時
期
に
、

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。献
血
の
受
け
付
け
は
、
献
血

ル
l
ム
や
血
液
セ
ン
タ
ー
、
移

動
採
血
車
で
行
っ
て
い
ま
す

(
献
血
ル

l
ム
は
土
、
日
で
も

受
け
付
け
可
能
)
。

詳
し
く
は
、
長
浜
町
保
健
セ

ン
タ
ー
(
宮
五
二
|
三
O
五
五
・

伺
二

O
九
五
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

13 
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謹賀新年。町民の皆さん、 1999

年 ・新しい年を迎えた幸福をしみ

じみとかみしめよう 。

長浜町出身の西田司自治相が、

1999年度からの 7兆円規模の恒 久

6・
講演予定の楠田枝里子さん

喝P
結

婚

下
須
戒

下
須
戒

長

浜

長

浜

西亀黒明
崎岡川星

壮 E沙 さ耀刊前
大 主矢ゃエミ紀 急

円
月
届
出
分

(敬
称
略

イ主

戸斤

氏

名

お
〈
や
み

什
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

出沖 沖黒沖仁豊柴

海 i甫浦田 i甫久茂

今月の トップは菊地信吾さん ・

こずえさんのカップル

英
二
和
彦

減税を蔵相に相談し、実施の運び

となったことは、 全国民への何に

も勝る贈り物となった。 国税であ

る所得税の最高税率 (現行50%)

が37%に、地方税である住民税の

最高税率 (現行15%)が13%に引

き下げられた。加えて、法人税の

実効税率 (現行46.36%) も40.87

%に引き下げられた。郷土の生ん

だ西田自治相の、国民のために尽

力される姿に敬意を払わず、にはい

られなし、。 国民生活の活気 づく様

子が自に浮かぶ。20世紀間近になっ

た今 を背負 う国民に活力を与える

ことが、今世紀の終盤を締めくく

るに相応しし 3。

自治相の、国民生活の活力増進

施策に応える上からも、行政者と

住民が一体となって、希望を失 う

ことなく、住みよく 豊 かな郷土づ

宙
hv

害
民

千
葉
、

4
ま
乍

松
山
市

i昼士也

信

吾

こ
ず
え

渡菊

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

H
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

長櫛

浜生

上梶
田尾

真E幸2
帆ほ未み

坪鎌大清佐門菊 窪
々

田石田木田地

静

子

(八
七
)

ツ
ギ
ヱ
(
七
七
)

ヨ
リ
エ

(
八
六
)

呉
市
(
八
二
)

ト
ヨ
(
九
八
)

軍

一
郎

(八

一)

博

(五
こ

男
(
八
七
)

田=二二=仁コ

..... 薗藍ζ ?ででで〉
ヨ量=<一-:>

-f.Aoj圃雇重三倍eM¥
一← 

くり、国力増進の源である地方自

治の充実に献身努力し、町民こぞっ

て輝かしい21世紀を迎えるよう町

民諸氏の健康と尽力を願うて、新

年の幕開けに贈る言葉とする。
嘉 行 哲圭
- i告 次介

-14 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
「
広
報
な
が
は
ま
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
今
年
の
お
正
月
を
ど
の

よ
う
に
お
過
ご
し
で
す
か
。
初
詣
ゃ
あ

い
さ
つ
回
り
、
知
事
選
挙
の
投
票
な
ど
、

正
月
休
み
と
は
言
え
、
な
か
な
か
体
の

休
ま
る
時
聞
が
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・:
。

さ
て
、
今
年
は
十
二
支
の
四
番
目
の

ウ
サ
ギ
年
で
す
。
ウ
サ
ギ
と
言
え
ば
、

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
や

「か
ち
か
ち
山
」

な
ど
の
昔
話
に
あ
る
よ
う
に
、
悪
役
、

英
雄
ど
ち
ら
も
こ
な
せ
る
オ
l
ル
ラ
ウ

ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。
私
も
う
さ
ぎ

に
肖
り
、
昨
年
よ
り
も
う

一
ラ
ン
ク
ジ
ャ

ン
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・:
何
は
と
も
あ
れ
、
本
紙
ご
愛
読
の

皆
さ
ん
に
と

っ
て
本
年
も
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
:
・
。

(や
)

人口・世帯数のうごき

11月末現在 宵可月とσコ上ヒ車交

10，187人 11人減

人 口 (男 4，807人) (男6人減)
女 5，380人 女 5人減

世帯数 3，651世帯


